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日 時：平成２４年７月１３日（金） 

場 所：ゆめプラザ熊毛 

（熊毛公民館２階 大会議室） 
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【会 議 次 第】 

 

 

１  開会 

 

 

２  市民憲章唱和 

 

 

３  あいさつ 

 

 

４  報告 

 （１）熊毛地区の水道基盤整備について 

    資料１：熊毛地区水道事業の経緯・経過について 

       

（２）熊毛自治会連合会について 

    資料２：熊毛自治会連合会設立に向けて 

 

 

５  議題 

 （１）第５期地域審議会答申書（案）について 

    資料３（Ａ）：周南市熊毛地域の国道２号４車線化実現に向けて（案） 

       （Ｂ）：地域資源を活かしたまちづくりの推進（案） 

 

（２）その他 

 

 

６  閉会 
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平成２４平成２４平成２４平成２４年度第年度第年度第年度第１１１１回回回回    第第第第５５５５期期期期熊毛熊毛熊毛熊毛地区地域審議会地区地域審議会地区地域審議会地区地域審議会    会議録会議録会議録会議録    

    

日 時  平成２４年７月１３日（金） １４時００分～１５時３０分 

場 所  ゆめプラザ熊毛（熊毛公民館２階 大会議室） 

出席者  ・委員 １４人 （欠席１人） 

齊藤由紀子、中村秀子、酒井隆行、升崎美彦、小松昭人、西田 仁、佃  康宏、

高橋幸枝、田村哲夫、村川哲夫、海田辰将、棚田敬治、河谷千代子、川野玲

子 

     ・事務局 ４人 

熊毛総合支所長 大宅英幸、熊毛総合支所次長 藤井義則、地域政策課長補

佐 竹重良子、同課員 末次美由記 

資 料  ・会議次第のとおり  

 

会会会会    議議議議    議議議議    事事事事    録録録録    

 

１１１１    開開開開    会会会会    

 

２２２２    市民憲章唱和市民憲章唱和市民憲章唱和市民憲章唱和    

 

３３３３    総合支所長総合支所長総合支所長総合支所長あいさつあいさつあいさつあいさつ    

 

４４４４    報告報告報告報告    

 

５５５５    議事（要約）議事（要約）議事（要約）議事（要約）    

（１）第５期地域審議会答申書（案）について 

事務局 （資料に沿って、説明） 

委員 資料３（A）の３ページの表で、大河内小学校について１人になっていますが、もっと

多いと思うのですが。 

事務局 確認します。 

委員 資料３（B）の２ページの虎ヶ岳ですが、大津島や太華山は見えないのでは。上関

町の皇座山から大分県の姫島まで、瀬戸内海国立公園を望むビューポイントであ

る、と書いてはいかがかと思いました。 

委員 資料３（A）の３ページにある平日２４時間交通量は上下線の合計ですか。 

事務局 上下線です。調査年月日が決まっていて調査は毎年ではないので、データが古い

のですが、新しいのがあれば変えたいと思います。 

委員 他所と交通量を比較して掲載した方が良いと思います。 
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事務局 そうします。 

委員 資料３（A）の３ページの通学路が大変だということを前面に出されたらと思うので、

歩道の整備とか通学路の確保とか、そういった言葉を入れてもらったらと思います。 

事務局 内容を充実させたいと思います。 

委員 先ほど言われた意見の中で、資料３（A）の３ページの表で、大河内小学校の国道

使用について、県道は使いますが国道は少ないのでは、と思います。 

委員 国道は勝間駅前までありますよ。 

委員 中学生は多くが使いますが、小学生は少ないと思います。 

委員 これは小学生のことでしたか。 

委員 そうです。２、３年前までは２、３人いましたが、今は１人でよいかもしれません。 

委員 これは中学校のことではないのですか。 

委員 中学校はすごく多いと思います。 

委員 すみませんでした。 

事務局 いずれにしても、確認します。 

委員 中学校は自転車通学が多く、ミコーから下がったところは危ないです。過去にも事

故がありましたが、通学路の確保を意見として出すのは重要でよいことと思います。 

委員 課題の４行目に「通学時に接触事故が数件発生しており」という記述がありますが、

事故以外にヒヤリ・ハット事例があると思います。ヒヤリ事例が 330 件あれば、事故

が 1 件あるといわれます。ハインリッヒの法則というので、大きな事故の裏に、必ず小

さな事故があります。小学校あたりで、ヒヤリ事例のアンケートを取ってもらいたいで

す。これだけ事例がある、ということをいえば。偉い人はご存じないと思います。約

20 年前に子供が亡くなったことがあると思いますので、お願いしたいです。 

事務局 ご意見を取り入れたいと思います。 

委員 ５ページの写真でもわかるように、中学校でも、危険場所、防止策がないような場所

は危ないので、自転車を押して歩くように生徒指導し、生徒もそれを守っており、指

導できることは最大限やっても事故が起きているから、道路構造をどうにかするしか

ない、というシナリオがよいのではないかと思います。 

事務局 貴重な意見をありがとうございます。 

委員 熊毛中学校は、市街地の中学校に比べて、自転車通学が多いと思います。狭い

歩道を自転車で通るのはとても危険だと思います。 

事務局 わかりました。 

委員 道路の件ですが、国道４車線化と通学路の確保とありますが、どちらを取るかだと

思います。４車線化よりも安全の方だろうと思います。実現するには４車線化は大

変と思いますが、まずは安全確保が先というふうにもっていった方がいいのではな

いかと思います。山口県の道は良いと思います。それを考えたら、４車線で渋滞が

どうのというよりも、子供の安全を見える形で先にやった方が、優先順位的には上

ではないかと。文面を見ても、まず先に４車線化の実現に向けてと、４車線の方を

主に拡げているように映ってしまうので、その辺りを考えられないかと思います。 

事務局 検討します。 
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委員 遠見から呼坂までを最重点項目にあげるのがいいと思います。西善寺の前の道

は、歩道と通学自転車が混在します。それを一番にやった方がいいと思います。 

事務局 検討します。通学路は学校が決めますので、意見を伝えたいと思います。 

委員 勝間駅付近で、屋根が落ちそうな家がありますが、どういう状況でしょうか。それから

勝間ふれあいセンターに行くところの角に、５本棒が引いてあって、車で行くと、ぶ

つかりそうです。それから、その横の、屋根の瓦が落ちそうになっていて危険です。 

事務局 棒については担当課を現場に行かせて確認したいと思います。勝間駅前の廃屋

は、今これができるというようなことは申し上げられませんが、滞ってはおりません。 

委員 ４車線化された場合は、横断歩道が長くなって、青信号の間に老人が渡れないの

ではないかと思います。できるだけ人と車の接点をなくしていただく。歩道橋を付け

れば、老人が渡れない、車いすで渡れないとかありますし、その辺も十分考えてい

ただいて、新しいものにしていただきたいと思います。 

事務局 横断歩道につきましては、基準があって、信号の長さは決めています。構造上で決

めています。実施となった場合は、よく説明してご理解いただきたいと思います。 

委員 資料３（A）の１ページの地図にある、緑の線は新しい道路の思いですか。 

事務局 ４車線化を考えている区間の表示ですが、わかりやすく修正します。 

委員 まず一番大事なことは何かをアピールしないと、いけないですね。私が一番思うの

は、道路から自転車道と歩道を早急に整理するというのが国や県が動くのではな

いでしょうか。ただ４車線化といっても、国は動かないと思います。 

事務局 先の意見でも言われましたが、現実的なものをどこに置くかということもありますの

で、その中で考えたいと思います。 

委員 国道４車線化は、提言書を市に提出した後に、また検討されることなのでしょうか。

提言書を出したら、実現と考えてよいのでしょうか。 

事務局 検討は長年にわたってされていると思います。提言をすることによって、少しでも早

い整備をお願いするということのひとつであると思います。 

会長 A 案では、どこを優先的にアピールするかというのがありまして、予算が限られた中

で、すぐやらないといけないと思わせるように作るべきだというのは、みなさん同じと

思うのですが、気づきがありましたら、事務局にご提案いただいて。これは、もう１回

案を出しなおして議論するということになりますか。 

事務局 おっしゃる通りです。 

委員 道路を良くするのに、何をポイントで言ったらアピールできるか考えたとき、子供た

ちの安全を守る、地域の人たちの安全を守る、ということが大儀面分になれば国が

動くのではないかということで、スタートしているのではないかという感じがしなくもな

い。だから、どれがポイントとかではなくて、どれもこれも上手くやりたいというのが思

いだろうと思うのですが。だから、とにかく道路をよくしてくれ、という思いでやらない

と、良くならないのではないか、という気がしなくもない。作戦的にどうでしょうか。 

事務局 あらゆることに対応したいとは思っています。ただ、アピールをどうするかということが

残ってきますので、たくさんご意見をいただきましたので、考えたいと思います。 

委員 歩道だけを別に作るというわけにはいかないのではないかと思います。やはり国道
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と歩道を一緒にやると一番メリットがあるのではないかと思うので、国道４車線と歩

道の確保とを合わせて言ったらどうかと思います。それから、支所の前の交差点か

ら大江に抜ける、ずい道の話があったように聞いていますが、それができれば西町

を、中学生も通るようなことはないだろうと考えるのですが、どうなっていますか。 

事務局 資料 A については、たくさんの意見をいただきましたし、私が受けた印象では、この

案が全くいけないという方はいらっしゃらないので、書き方を考えたいと思います。

大江に抜ける道ですが、現在は計画にはありません。 

委員 東善寺の河川公園について、桜の時期はとてもきれいなのですが、葉っぱが生い

茂った時や、葉っぱが落ちた時などの整備をしていただいて、桜の時期以外も皆さ

んに見ていただけたら、と思います。 

事務局 担当に伝えたいと思います。 

委員 それは、ある程度、自分たちがきれいにするのが筋と思います。 

事務局 ご協力いただきながら、市もするというのが、一番やりやすく、地域にとってもベスト

なことなので、ぜひご協力をお願いしたいと思います。 

副会長 周南市環境衛生協議会の委員がいらっしゃるはずですから、今言われたようなこと

に関しては、そちらに相談されたらよろしいかと思います。 

事務局 B 案も充実させたいと思いますので、ご意見がありましたら、お願いします。 

委員 花笠踊りは、7 年に１度行われるので、そのことを追記されては、と思います。 

委員 A 案のように、地図を入れたら、と思います。 

会長 B 案について、加筆などのご提案をいただいたらと思います。 

副会長 写真を入れたらよいと思います。 

事務局 みなさんに案を作り上げていただくのが重要なことなので、ご意見をいただけたらと

思います。 

 

（２）その他 

事務局 （次回の日程について） 

会長 意見がなければ閉会します。 

 

６６６６    閉閉閉閉    会会会会    

 


